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論文内容の要旨

高感度磁束計である SQUID磁束計を用いて M n (HCOO)2 ・ 2H 2 0 (T N=3. 686K) の自発磁化の温

度依存性を微小磁場下で測定している際に， 10mOe よりも小さな磁場の下では，転移点近傍で磁化が

ゆらぐことを見出した。温度を TN を横切る様に下げていくと ， T N 直上から磁化がゆらぎだし ， T N よ

り温度が下がるにつれてゆらぎ方は小さくなり ， T=3.3K より低温ではほとんどゆらがなくなる。そ

して一様に磁化された試料で見られる磁化ー温度曲線に沿って大きくなっていく。我々はこのゆらぎ

を磁化の臨界揺動と密接に結びついた現象と考え，色々パラメータを変えて詳しく調べてみた。外部

磁場の大きさ，試料温度の掃引速度結晶の不完全さの度合いなどを変えた実験や， TN 近傍で温度を

L1T /T~ 1. 5X 10-5 の精度でコントロールし磁化の時間的変動を追った実験などを行った。我々は現在

の所この現象について十分な理解は得ていないが，非常に小さな試料 (~20μg) で階段的な磁化-温

度曲線が得られたことや，ゆらぎは高温から低温に試料温度を変化させた時のみ観測される事から，

我々は転移点近傍で“磁区構造"の様なものが存在すると考えている。実際， 10mOe以下で測定され

る帯磁率がT N の低温側で，一様に磁化された試料が示すそれに比べて非常に大きいことや，一様に磁

化された試料についての自発磁化が~3mOeの下で、高温側に明らかなテイルをもっ実験結果などから，

転移点近傍では高温側低温側も含めて，ポテンシャルバリヤーの低い準安定な“磁区構造"が実現さ

れていて，外部からの小さな力に対して容易に“磁区構造"を変え得るものと思われる。
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論文の審査結果の要旨

本論文は二次相転移点近傍における臨界揺動と呼ばれる時間的空間的相関のゆらぎを磁性体結晶を

材料として直接に検出しようとしたものである。高感度 SQUID磁束計を用いて温度低下に伴う自発

磁化の発達過程を詳細に追跡し転移点の極近傍においてのみ見られるはげしいゆらぎを検出した。タ

イプの異なるいくつかの強磁性体について同様な実験を行って，従来全く知られていなかった“温度

バルクハウゼン効果"とでも名付けられるべき一般的現象であることを確認した。更に交流帯磁率の

測定から転移点近傍における磁区構造的スピン配列の時間的空間的ゆらぎであることを明かにしてい

る。以上本論文は臨界揺動について新しい重要な知見を加えたものであって学位論文として価値ある

ものと認める。
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